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下成分(以下 Tuと記す)との相関を図 5Iこ示すo ;]<平
亡二]TN.E"=Tu士0.040
BJ:] TII.E=T"士 0.020











































































精度を上げ， T N •E = Tu土 0.020の範囲にすると，乙の
範囲内l乙分布する確率は30%，TN・E>Tu十 0.020は39














































ある。図7 (b) I乙示されているEW成分についても N
S成分と同様， 0.321-0.360秒の情域に分布する確率














number of data: 26 30 
図8
飯田汲事。正木和明 a谷口仁士
盤とは異なり TN.E>Tu， TN.E与 Tu，TN・u<Tuの
1&である。また精度を上げて TN.E=Tuーと 0.020の範
































前述した沖積地盤(11.1m ~20. Om )のスペクトノレと同
僚に1.6Hzと2.2Hz付近lこピークを持つがそのピークレ
ベルは相対的l乙小さい。 1.6Hzと2.2Hz付近のピークを
比べた場合， 1.6 Hz 付近のピークレベルの方がやや大
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図12
O. 401 ~ O. 440秒の帯域の分布確率が28%と最も大きし
次に， O. 361 ~ 0.400秒と O.601 ~ 0.640秒の 2つの部，
域となっておりその大きさは18%である。前述した洪積，
沖積地盤の特性と異なるところは， O. 321 ~ 0.440秒の
帯域の中で各々の分布確率のピークが変動していること
もさることながら，この地盤で初めて O.601 ~ 0.640秒
の帯域の域の卓越周期の出現が見られたことである。
次l乙 TN.EとTuとの相関を図13'乙示す。 TN.E二 Tu
EコTO'I.e=了u全 0.040









O. 441 ~ 0.480秒と O.641 ~ 0.680秒の 2ケ所の帯域に












O. 721 ~ O. 760秒の帯域については，その値は16%とな
っている。 EW成分については，分布確率の最も大きい
帯域は， O. 601 ~ O. 640秒と O.721 ~ 0.760秒でその値
は21%である。 UD成分については， O. 321 ~. 0 360秒
の;市域の分布確率が21%と最も大きし次に O.361 ~ 0 





30 Alluvium(20.1同一 ) 
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図16 沖積地盤(20.1m 以上〕上における
平均卓越周期の頻度分布












亡=コ T閉 =Tu:! 0.040 
~T...E=Tu!O.020 
。
T.." ~ Tu T.州主Tυ τ帥 .To
図17 TN.EとTuとの相関関係
うIL，TN・E= Tu土 0.0401こ分布する確率は32%，TN.E 
>Tu+ 0.040については53%，TN.E<Tu-0.040につい
ては15%となり，その分布確率の順序は，前述の沖積地
盤 (10.1m ~20. Om) と同じである。しかし，精度を上
げ TN・E=Tu土 0.020の範囲にすると，この分布確率は























































































握できた。すなわち 3 沖積層厚が増大すると水平成分の 地盤の分布確率
/比分 1の'1'にある@町Jの敏 、
ぱ分 lの'1に@印が人るE在宅( / /OO) は 80ァ
¥ 全体の@日jの例数 J 
/区分 1の'1にある*I:IJの敏 、
区分』の中で@印である航者( ~_" : )' 100 )は 6JS
、区分 1の'1の全ての例数 J 
/以分自の中にある×印の設 、
色分自のやにメ町J/.i;人る確キl 〆 100)は 6之タ
¥ 全体の×印の例数 / 
/区分自の中にある×印の数 ¥ 
l{分自の中で"印である薩事I:-:.J ---" x/OO)は 71併弘
¥区分自の中の全ての倒 fb. --I 
/区分nの中にあるO印の敬 、
区分Wの中にO印が入るほキl 〆/00)(ま M 併が
¥ 全体のOE[.の例数 J 
f区分町の中にあるO印の敬 、 一
区分Nの中でO印が入る確率 I-:_ -_ ~. X Iσ01 は 63.2j; 
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